








日本の社会においてエコブームが定着し､ 官民､ 企業､ 個人を問わず環境に配慮した持続可
能な社会に向けた環境政策を肯定的に受け入れているのが現状である｡ 持続可能な社会を構築
することに対して､ 反論する者は見受けられない｡ だが､ こうしたエコブームの動きの中で､
無批判にその流れに身を任せるのは危険である｡
行政政策は一定の明確な理念のもとに民主的に決定されるべきものであり､ 環境政策におい









環境問題は､ 人間の価値観や思想にかかわる問題である｡ なぜならば､ 環境問題を引き起こ
している原因が人間自身であるからだ｡ そのため､ 環境問題は､ 問題の理解や認識のレベルに
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イロで開催された ｢環境と開発に関する国際連合会議 (通称 ｢地球サミット｣)｣ において ｢持
続可能な開発｣ が提案され､ その実行計画としての ｢アジェンダ21｣ も示された｡ その後､ こ
の実行計画の内容は､ 世界的に ｢持続可能な社会｣ の構築に向けた環境政策に反映されている｡
そもそも ｢持続可能な開発｣ とは､ 現代の世代が､ 将来の世代の利益や要求を充足する能力
を損なわない範囲内で環境を利用し､ 要求を満たしていこうとする理念である｡ この理念は､
1984年に国連に設置された ｢環境と開発に関する世界委員会 () (通称 ｢ブルントラン
ト委員会｣)｣ により､ 1987年に発行された 『我ら共有の未来』 と題する最終報告書に由来する｡






 ｢環境中心主義｣ と ｢人間中心主義｣
環境問題における環境思想は､ 開発行為と環境保護との関係をめぐる対立を反映している｡
それは､ 自然と人間との関係､ 開発か環境かについて２つの代表的な立場の争いである｡ 第一
は､ 自然に対する干渉を極力排除しようとする ｢環境中心主義｣ であり､ 第二は､ 人間の利益
のためには自然を積極的に利用してもよいという ｢人間中心主義｣ である１｡
そして､ ｢環境中心主義｣ は､ ｢ラディカル主義｣ に､ ｢人間中心主義｣ は ｢改良主義｣ に結
びつく｡
｢ラディカル主義｣ とは､ 環境問題の解決には経済成長の限界を強調し､ ラディカルな社会
的・政治的変革を求める考え方であり､ ｢改良主義｣ とは､ 修正された持続的な経済成長ある
いはエコロジー的近代化を主張し､ 環境問題の解決と既存の社会的・政治的構造が共存しうる
とする立場である２｡
こうした分類は環境政治学における分類であり､ ｢ラディカル主義｣ は1970年代以降､ 西欧











には､ 地球環境の変化､ 及びグローバル・ポリティカルエコノミーとの関係について､ ①市場
自由主義者､ ②制度主義者､ ③生物環境主義者､ ④ソーシャル・グリーン主義者の４種類に世





策であり､ 環境悪化をもたらす主要因は､ 経済成長がないこと､ 貧困､ 市場の歪み及び市場の
失敗､ そして悪い政策であるとする｡ 自由主義経済と科学的根拠を重視し､ グローバルに統合
された市場は成長を促進し､ そこに社会が環境を改善､ 修復する方法を見つけ出す｡ 新しい科
学技術の使用制限には､ 化学的根拠を要求する｡ こうした市場経済を中心とする考え方から､
環境政策の ｢環境税｣､ ｢排出権取引｣４ が導かれ､ 企業の環境スチュワードシップを促進する
企業の自主的取り組みも環境管理を向上させるものとして捉えることから ｢14001制度｣､
｢企業の社会的責任 ()｣ が導かれる｡ 市場自由主義者は､ 市場が滑らかに機能するような
環境についての改革を求める５｡
② 制度主義者
制度主義者は､ 経済成長､ グローバル化､ 貿易､ 外国投資､ 技術の価値､ 並びに持続可能な
開発の概念に信頼を置く｡ 市場自由主義者に近い考え方を有しているが､ 不十分な環境保護､
人口増加､ 国家間及び国家内での不平等の拡大を心配し､ 公益を守るための強力な国際制度及































シャル・グリーン主義者は､ 不平等を減らし､ 環境的公平性を促進する改革を求めて､ グロー
バル化に反対し､ 世界経済制度を解体し､ 地域社会に権限を与え､ 貿易と生産を地方化し､ 女
性､ 先住民族､ 貧者の権利を尊重する経済体制を求める11｡
 ｢持続可能性｣ のための世界観
1992年の地球環境サミットにおいて､ ｢持続可能な開発｣ という理念が出され､ 以降､ 地球
環境問題における基本理念となった｡ これは､ 国連に設置された ｢環境と開発に関する世界委
員会｣ が1987年に出した最終報告書 『我ら共有の未来』 の中で登場した ｢将来の世代のニーズ
を満たす能力を損なうことなく､ 今日の世代のニーズを満たすような開発｣ に始まる理念であ




では､ この ｢持続可能性｣ の理念の根底には､ どのような世界観が存在するのであろうか｡
この報告を出したブルントラント委員会は､ グローバルな開発と環境保全について､ 特に南
北問題について､ 前記の分類における､ ①市場自由主義者､ ②制度主義者と③生物環境主義








受け入れられるための折衷案を提示したものであった｡ それはその後､ 環境管理について､ ①
市場自由主義者､ ②制度主義者の世界観が国際社会の中で主導権を握るきっかけを作る結果と
なった｡
しかし､ ブルントラント委員会による ｢持続可能性｣ の理念は､ ③生物環境主義者､ ④ソー
シャル・グリーン主義者の世界観を排除したものではなく､ むしろ､ 各種の政治活動や各国の









そして､ 環境基本法の成立により廃止された ｢公害対策基本法 (昭和42年法律第132号)｣ に
おいて､ 環境か経済かという二者択一の議論の中では､ 環境保全はあくまでも経済発展の枠内
で行うとする ｢経済調和条項｣ が認められていた｡ つまり､ 公害対策基本法が経済発展､ 開発
を重視するものであったのに対して､ 環境基本法は､ 環境保全を経済発展､ 開発に優先する旨
を明らかにしたものと解することができる13｡
こうした環境基本法に反映された思想は､ 前記２における分類では ｢環境中心主義｣ とも
とれる表現であるが､ 実質的には ｢人間中心主義｣ の ｢改良主義｣ に該当するであろう｡ 人間





環境基本法の精神に基づき､ 循環型社会を構成するための法律が ｢循環基本法 (平成12年法
律第110号)｣ である｡ 同法は､ 11条14において､ 一般廃棄物の回収・リサイクルの実施につい












環境基本法は､ 1992年リオ・デ・ジャネイロでの環境サミットでの ｢持続可能な開発｣ の観
念を取り入れたものであった｡ そして､ 循環基本法における ｢拡大生産者責任｣ は､ 2000年の
経済協力開発機構 () のマニュアルを取り入れたものであった｡ 我が国の環境行政は､
こうした国際的な環境に関するレジームに依拠し､ その中で議論された国際的な環境政策を積
極的に反映させている｡ これは､ 前記の２の分類では､ ③制度主義者の世界観が反映してい
ると考えられる｡
５. おわりに
我が国の環境政策の決定過程において､ その基盤となる考え方は ｢人間中心主義｣ の修正さ




しかし､ ｢制度主義者｣ の世界観に立ち､ 国際機関等の決定事項を無批判に受け入れること
は危険である｡ ｢制度主義者｣ 的立場は､ ｢市場自由主義者｣ と ｢生物環境主義者｣ ｢ソーシャ
ル・グリーン主義者｣ との間で､ 妥協的な国際的枠組みを生み出す傾向にある｡ その妥協の産
物として取り入れられた ｢生物環境主義者｣ ｢ソーシャル・グリーン主義者｣ の世界観は､ 過
激な ｢環境中心主義｣ に結び付き､ 資本主義経済体制を否定し､ デモクラシー機能を十分に発
揮しえない社会主義経済体制への変革につながることが考えられるからである｡
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